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⻑野県の現状

⻑野県には100,000事業所あるが
IT事業者※は200社程度・ユーザー側でもIT⼈材が不⾜
※ 中堅クラス以上のIT事業者



 ⾼い技術⼒を持った製造業の集積
• 業種別製造品出荷額 （2018年⼯業統計）

情報通信機器製造業 10,347億円 全国１位
電子部品製造業 7,636億円 全国２位

• 地方最大級の⼯業系展示商談会 諏訪圏工業メッセ の開催

教育環境の良さ（信州やまほいく）スキー場の数全国トップクラス

ワイナリーの数 全国トップクラス

 クリエイティブ企業の⽴地の動き

星空人気スポットランキング 日本一

 移住したい都道府県ランキング17年連続1位
• 首都圏や中京圏からの交通アクセスの良さ
• 全国トップレベルのコンテンツ（豊かな自然、温泉、スキー、教育環境、ワイン 等）

（宝島社「田舎暮らしの本」）

ワーケーションの聖地 ⻑野でテレワーク
日経トレンディ 2021年ヒット予測ランキング 第９位

 年間延べ8,600万⼈が訪れる山岳観光県
（コロナ禍前）

⻑野県のポテンシャル
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〜Society5.0時代における地⽅創⽣〜
⻑野県産業イノベーション推進協議会

2019年
９月策定
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 26.5%*1,904万円

 549カ所*

(2021年度)

(2021年度)

全国７位

全国14位

全国20位→

全国15位→



ユーザー 生産性の向上・DX

9.4％（2018年）

県内１０万事業所
ＡＩ・ＩoＴ等
導⼊率

導⼊率を上げるため
ＩＴ人材の確保・育成

が喫緊の課題

導⼊率を５割へ︕
（解決策・目標）

ＩＴベンダー ビジネス機会創出

26.5％（2021年）
（現状）
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構想の実現に向けた３本の柱

① ITビジネス創出・誘発

IT人材・IT産業の集積に向けた エコシステムを形成
① IT企業の開発⼒向上やビジネス創出⽀援の強化
② 全ての産業のDX推進によるIT企業活躍の場づくり
③ 県内でグローバルに活躍するIT人材の育成・誘致・定着

課題︓県内ＩＴ企業の⾼度化（開発型への転換）
目標︓ＩＴ事業所数700ヵ所

新たな価値・創出技術革新
を促進

② 産業DX推進

③ ⼈材育成・確保
課題︓ Top人材、DＸ化を推進する人材の不⾜
目標︓デジタルコア人材の確保

産学官52機関

IoT事業化
プロデューサー

産業DX
コーディネーター

相馬功氏 ⻄村元男氏 角田孝氏

信州ITバレー推進協議会（NIT） （52団体）
産学官連携によるコレクティブ・インパクト創出

会 ⻑顧 問

⼩林⼀真氏
（NTT東）

安藤国威氏
県⽴大学理事⻑

山浦愛幸氏
県産業振興機構
（NICE）理事⻑

＜事務局＞

田中 清氏
構成団体 40社超

構成団体 71社
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NICE
副理事⻑

神澤鋭二氏
NISA会⻑、

キッセイコムテック社⻑

NIT発⾜︓2020年1月（当時31機関）

⼩林 ⼀樹氏



信州ＩＴバレー構想実現の加速化
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相互に情報を共有しあい、結果、プロジェクトが順次⽴ち上がっていくネットワークを構築
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県外IT企業
県内大学等県内産業⽀援機関

・市町村 等

県内IT企業
県内ユーザ企業

※DAO（Decentralized Autonomous Organization）︓「分散型自律組織」中央集権的な権⼒を持つリーダーがおらず、参加者全員が平等な⽴場で組織が運営される。Web3時代の組織運営形態と言われる。

オープン
イノベーション

部会
ファイナンス

部会
IT企業誘致
（デジ田都市）

部会
地域DX推進

部会
他に
ＧＸ部会

検討中

※部会名は現時点の予定、今後、活動が進むなかで部会の変更や追加も想定

グローバル
部会

信州ITバレー構想
PJ共創ネットワーク

DAO型の組織

ライフスタイル
デザイン部会

県内IT企業 受託型から開発・伴走型の⾼収益へ
＋ PJ共創

県外IT企業 コラボレーション、IT人材の集積

活動方針
DX⽀援外需取込み

ITソリュー
ション
データ
ベース

（構築予定）

企業
ソリューション

加速化１プロジェクト共創ネットワーク設⽴ 2022年11月9日（水）＠軽井沢町



テーマ︓信州ITバレー構想実現に向けたリゾートテレワークの方向性
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阿部知事 総括

意⾒交換

2022年11月9日（水）＠軽井沢町

県産業振興【特に信州ITバレー構想】に関する意⾒交換・交流の場
初回は、軽井沢在住の、主に経営者、IT系企業・人材との交流を図る

① IT⼈材の更なる集積

② 他地域への波及

③ IT・NAGANO世界へ発信

信州ＩＴバレー推進協議会安藤顧問 現状と課題

東京成徳大学 芳野まい准教授 軽井沢サロン文化

（株）ウイスキー文化研究所 ⼟屋社⻑
軽井沢蒸留酒製造（株） 島岡社⻑

インプット

IT×地域資源×ウイスキー

加速化２軽井沢NAGANOサロン開催



1位 東京都
2位 大阪府
3位 福岡県
4位 神奈川県
5位 愛知県
6位 石川県
7位 沖縄県
8位 宮城県
9位 北海道
10位 広島県
11位 香川県
12位 ⻑野県

R3経済ｾﾝｻｽ（速報）及び日本の統計2022 より

受託開発ソフトウェア業
人口１千人当たり事業所数

⾼付加価値型とあわせ
事業所数を全国トップクラスへ

平成27年⻑野県産業連関表から抜粋

情報通信業を受託型から開発型（IT産業）へ
製造業と同様⾼付加価値型へ︕︕

10

構想実現 目指す姿



Ｒ４ 主な取組
ITビジネス創出のエコシステム形成・県内IT企業の開発⼒向上（受託型から開発型企業への転換）

● コンソーシアム活用型ＩＴビジネス創出支援事業（53,304千円 ）
コンソーシアム拠点と連携したシステム開発を⽀援し、県内ＩＴ企業のビジネスを創出

● スタートアップ支援事業（45,678千円 ）
新たな価値を創造する創業を⽀援する拠点を運営、経営資源引継ぎ型創業や官⺠連携ファンド設⽴

IT企業の⽴地環境整備（県内へITビジネスを呼び込む環境づくり）

● リゾートテレワーク推進事業（10,760千円）推進チームによる課題共有・解決、県全域の受⼊環境の底上げ

● おためし⽴地 チャレンジナガノ事業（12,488千円）(うち、12,000千円はR4.2月補正事業）
広域的な市町村等の課題を集約、その課題に取り組む県外企業をマッチングさせ県内でのビジネス創出・⽴地の⾜掛かりを作る

● ICT産業⽴地助成⾦（174,900千円 ）全国トップレベルの助成制度

UP

● コンソーシアム活用型ＩＴビジネス創出支援事業（再掲） 創出された新たなシステムを他地域へ横展開

● スマート農業導入推進事業（40,093千円 ）
産地タイプに応じたスマート農業の実証や実装を⽀援、生産基盤の整備と一体となった農村地域全体のDXを推進（公共内数）

● スマート林業構築普及事業（15,500千円）県全体での実装⽀援とＩＣＴ技術を利活⽤する人材育成

すべての産業のDＸ推進と⾼度化の加速（実装⽀援と開発⽀援）

● ITスキル習得・再就職支援トータルサポート事業（57,436千円 ）
コロナ禍で離職した若者等を対象にした職業訓練、再就職⽀援を一体的に⾏い、IT分野での正社員就職を⽀援

開発技術を持ったグローバルに活躍するIT⼈材の育成・確保（新卒者のＤＸ思考の育成、企業内人材のデジタルスキル向上）
● デジタル革新に挑むDX⼈材育成講座（5,020千円 ）

⼯科短大と県内大学等が連携しデジタル人材育成を⾏い、企業のDX推進に寄与する人材を輩出

● デジタル⼈材育成・誘致事業（9,149千円）
創造的な活動を幅広く実施している者同⼠が互いに連携し刺激を与え合うような機会（セミナー、発表イベント）を提供

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
・
誘
発

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
・
誘
発

産
業
Ｄ
Ｘ

産
業
Ｄ
Ｘ

多
様
な
Ｉ
Ｔ
⼈
材
の

誘
致
・
定
着

多
様
な
Ｉ
Ｔ
⼈
材
の

誘
致
・
定
着

● おためしナガノ2.0事業（16,398千円） 移住施策等との連携強化による定着率向上

県内へのＩＴ⼈材の誘致・定着

UP

UP

UP

NEW

NEW
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コンソーシアム活⽤型ＩＴビジネス創出⽀援事業
（１）コンソーシアム拠点支援 【R3予算額】 3,175 千円 【R4予算額】 2,912 千円

（２）ＩＴ企業へのシステム開発支援 【R3予算額】 40,499 千円 【R4予算額】 50,392 千円

地域・企業のニーズを踏まえたハッカソンや製品開発アイデアソンの開催、先進事例研究等の取組を⽀援

⼯業技術総合センタ―
AI活⽤／IoTデバイス事業化・開発センター

ＮＩＴ構成機関
大学、産業⽀援機関、商⼯団体 ほか

＜事務局・推進コーディネーター＞
（⻑野県産業振興機構 ITバレー推進部）

IoT事業化プロデューサー

（元電算） （元富⼠ゼロックス）（NTT東）

（元ソニー）

産業DXコーディネーター

相馬功氏

⼩林一真氏 ⻄村元男氏 角田孝氏

（１）コンソーシアム
拠点支援

開発⼒強化
→ 新たな提案

ニューノーマル対応
（非接触、遠隔、押印廃止 等）

産業ＤＸ
（ものづくり、農業、林業 等）

地域課題解決
（医療、福祉、交通 等）

自治体ＤＸ

課 題

プロジェクト
⽴ち上げ

プロジェクト
磨き上げ

（事業化）

コンソーシアム拠点
（大学、自治体、ユーザー企業等）

連携システム
需要を
事業化

システム
開発

チャレンジしたい
システムアイデア

自社パッケージ創出したビジネス

（２）ＩＴ企業への
システム開発支援

テクノコーディネーター

宮澤秀直氏（元日本IBM）

県内ＩＴ企業

対象者
県内ＩＴ企業

対象者
県内ＩＴ企業

補助限度額
５百万円
補助限度額
５百万円

補助率
１／２
補助率
１／２

対象経費︓システム開発に要する経費
（人件費、消耗品費 等）

ＰＪ共創ネット等
（エコシステム）

【主な採択事業の内容】

・⼭岳気象予報の⾼度化と情報活⽤
サービス機能の向上

・AI活⽤による生産設備の稼働監視
・スマート農業DXに向けた圃場一元
管理アプリ開発 等

【主な採択事業の内容】

・⼭岳気象予報の⾼度化と情報活⽤
サービス機能の向上

・AI活⽤による生産設備の稼働監視
・スマート農業DXに向けた圃場一元
管理アプリ開発 等

【R3予算額】 43,674 千円
【R4予算額】 53,304 千円

※R4は中⼩企業のみ対象
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ITバレー推進部⻑



ICT産業⽴地助成⾦

全国トップ⽔準で助成︕

対 象 者 ⻑野県に事業所を新設するICT事業者
※情報サービス業、インターネット附随サービス業

支援内容

助成限度額 最大3億円

支援事例

凸版印刷

システム開発部門の強化を目的に
飯綱町にシステム開発拠点

「ICT KŌBŌ」を新設

シソーラス

善光寺門前にITを活⽤した
ビジネスプラットフォーム開発拠点
ITコンサル・WEBアプリ開発会社

設備取得

最大40％
設備取得

最大40％
賃借料

最大60％
賃借料

最大60％
新規雇⽤

最大110万円/人
新規雇⽤

最大110万円/人

助成対象事業計画
（H26〜10件を⽀援中）

・ 企業投資額 3億4,838万円
・ 新規常勤雇⽤者 130人

助成対象事業実績
（交付済額 3,380万円）

・ 企業投資額 9,887万円
・ 新規常勤雇⽤者 46人



おためし⽴地 〜チャレンジナガノ〜 【R3予算額】 14,011 千円 【R4予算額】12,000 千円
地域課題解決による企業⽴地促進事業

市町村の地域課題を集約
課題解決に取り組む企業を募集
応募した企業と市町村とのマッチング

企業誘致へと
つなげていく

市町村と地域課題に対応した
企業との接点づくりにより、
課題解決とビジネス拡大を両立

まずは先進的ビジネス創出、
誘致にもつなげたい

市町村と地域課題に対応した
企業との接点づくりにより、
課題解決とビジネス拡大を両立

まずは先進的ビジネス創出、
誘致にもつなげたい

市町村 県外企業
① 地域課題の提案 ② 地域課題の提示

③ 解決策の応募

マッチング

⑤ 企業誘致支援

長野県

④ 応募企業の選定

受託事業者

受託事業
チーフマネージャー
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重点推進枠 パートナー枠 マッチングを⾏いながら対象企業の絞り込み、インセンティブの設
計を進め、中⻑期的に企業⽴地を目指す今年度中の官⺠共同プロジェクトの開始、または⽴地を目指す

８市町村の課題を公表（9/3）し、課題解決を⾏う企業の⽴地に向け専門家と県のサポートを実施

おためし⽴地 〜チャレンジナガノ〜 【R3予算額】 14,011 千円 【R4予算額】12,000 千円
地域課題解決による企業⽴地促進事業

15



おためし⽴地事業 R3重点支援企業

XYZ㈱（⻑野県松本市）⾠野町

⾠野町

【事業内容】 6次化製品展開への素地づくり

㈱バイタルリード
（島根県出雲市）

【事業内容】 地域交通の最適化⽀援
⾠野町 AP TECH㈱（岩手県八幡平市）

【事業内容】 遠隔⾒守りシステム等の活⽤

白馬村 アルピコ交通㈱（⻑野県松本市）

【事業内容】
観光客向けの2次交通の課題解決

白馬村 ㈱おてつたび（東京都渋谷区）

【事業内容】
宿泊施設の業務可視化サービスや人材マッチングの検証

白馬村

グランピングジャパン株式会社
（東京都世田谷区）

【事業内容】
遊休地等を活⽤したグランピング施設の開業、
地域一体の観光プランの検討

飯田市 アルム㈱（石川県⾦沢市）

【事業内容】 精密加⼯業の生産性向上

飯田市 JOINS㈱ （⻑野県⽩馬村）

【事業内容】 人材マッチングによる生産性向上の⽀援

飯田市 ものレボ㈱ （京都府京都市）

【事業内容】 製造業の⼯場現場のDX推進

県内外の60者※から合計157提案
重点推進︓今年度の⽴地を目指す自治体 44者※、62提案 飯田市、⾠野町、⽩馬村
パートナー枠︓中⻑期的なマッチングを目指す自治体 50者※、95提案 ⻑野市、諏訪市、飯綱町、⼭ノ内町、⽊祖村
※重点推進枠とパートナー枠双方に提案した事業者がいるため、提案者数は合計と一致しない。
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抜粋︓

おためし⽴地事業 事業モデルを他地域へ更に展開︕

諏訪圏域、全国、そして世界へと更に波及していくよう連携・支援



R4 おためし⽴地 〜チャレンジナガノ〜
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おためし⽴地 〜チャレンジナガノ〜 コンセプト
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おためし⽴地 〜チャレンジナガノ〜
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国内外企業様
５１社から
１１５提案

いただきました︕

国内外企業様
５１社から
１１５提案

いただきました︕

Copyright©2022 Nagano Prefecture



おためしナガノ
県外からITを中心としたクリエイティブ人材が定着

これまで（H27〜R3) 92組 156名が参加

うち 62組がその後も拠点維持（約7割）

「おためし」で県内に住んで、仕事をする機会を提供
⽀援期間 最大半年間（最低３か月以上）
⽀給内容 最大３０万円（オフィス利⽤料、引越代、交通費等）

2022年度は
21市町村が参加

【R3予算額】 18,403 千円 【R4予算額】 16,398 千円
県外からの
企業等誘致

21

(株) Hajimari
柳澤雄也氏（R3)

R4.3月に、⻑野市に事業所を
設置。東京圏の案件を⻑野で
対応できるよう、仕組み作りを
⾏う。

大⽊洋氏（R3)
⾠野町にて、地元のダンススタ
ジオやギャラリースペースのグラ
フィック・ロゴの作成等を実施。
R3.12月に都内から拠点を移
設し、引き続き⾠野町を中心に
活躍中。
信州暮らし推進課との連携も。

筒⽊愛美氏（H30）
安曇野市出身、フリーランスの
Web編集者。
東京で仕事をしていたが、地元に
帰ることを視野に⼊れて参加。
現在は松本市の「SWEET 
WORK」を拠点に、活躍中。

谷口絵美氏（R1）
横浜出身、東京で仕事をしていた
元区職員のプログラマー。
２拠点居住を経て、佐久市の生
活が気に⼊り、完全移住。
プログラマーの仕事を継続しつつ、
「移動する⼩さな観光農園」
等の取組を推進中。

第８期目となる令和４年度は、11市町で19組27名がおためし中



おためしナガノ2022 参加者①
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㈱ Kakedas（東京都渋谷区）飯綱町

渋川 駿伍 ⾼橋 篤樹阿部 一真

・既存事業のシステム開発強化、
IT人材育成のDX事業展開

㈱AUCENTRIKE（北海道札幌市）

・上信越地方における映像制作事業

倉田 大輔

⼩布施町

㈱ラングレス（東京都墨田区）

・愛犬⽤ウェアラブルデバイス・
アプリケーションの開発 ⼭⼊端 佳那（左）

米⼭ 一暢 （中）
⻄⼭ あかり （右）

⻑野市

宮城 翼（神奈川県横浜市）

・うつケア

⻑野市

・SNSを活⽤した蕎⻨湯PR

牧原 颯也（東京都練馬区）⻑野市

㈱sci-bone（東京都中央区）

・着る運動神経ソリューション
宮澤 留以

東御市

⼩嶋 音色（東京都世田谷区）

・デザインを通じて地域活性化

⽴科町

佐久市 成瀬 依⾥⾹（東京都港区）

・信州発、リモート型特定保健指導サービス
「食べて健康 信州便り（仮称）」の拠点
造成とナガノに特化した新規事業拡大

※2021年度から引き続いての参加者

栗原 英治（埼玉県飯能市）

・所属企業の業務、ブログ執筆、個人開発

松本市

宮塚 真未（東京都調布市）

・アプリの開発

松本市



おためしナガノ2022 参加者②
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㈱enrich（愛知県一宮市）

・県在住外国人への情報配信による
生活サポート

松本市

和田 貴広

塩尻市 ㈱いろは（東京都渋谷区）

・地域の子育て同志と繋がる
遊び場発⾒サービス
「tunagaru」

⻑根 汐理 松村 七海

岩井 佑介（東京都三鷹市）

・うさぎと二拠点生活をテーマとしたIT作品
コンテンツの作成と提供

塩尻市

松井 貴宏（京都府京都市）

・デジタルマーケティング・広報⽀援

塩尻市

YoubeYou㈱（東京都渋谷区）

・全ての人が本来のワタシを生きる
世界を実現する循環型ライフ・
コンディショニングプラットフォーム

塩尻市

井尾 佐和子 藤村 奈央 森村 美保

諏訪市 中島 静（東京都世田谷区）

・ITコンサルティング および 天文学を通じた
アカデミアとビジネスのエコシステム形成

竹内 正⼈（東京都中央区）

・クリエイターの溜まり場作り

⾠野町

竹内 正人 ⼭田 洋平

山田 光恵（千葉県市原市）

・CGジュニア（⼩学3年生から中学生の
子供達に3DCGを教える教室の開設）

飯田市

飯田市 松村 史生（愛知県春日井市）

・地域の困りごとを解決する為のSaaS
ソリューションの試作開発・提供

※2021年度から引き続いての参加者



おためしナガノ2021 参加者①
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アンテナ㈱（東京都千代田区）

㈱ロックハーツ（福岡県福岡市）

・EC運営⽀援（WEB制作・動画制作・広告
運⽤等）

岸田 鉄兵

（⼀社）Work Design Lab（東京都中央区）

・複業人材を活⽤した地域企業のDX推進プラット
フォーム構築

飯山市

中野市

飯綱町

㈱Hajimari（東京都渋谷区）

・ITプロフェッショナルへの週2日からのお仕事紹介事業、
受託開発、スタートアップマッチングサイトの開発 柳澤雄也

⻑野市

山岸 杏子（東京都目⿊区）

・都内IT企業業務、個人事業でのインターネットサービス
⽴ち上げ

・フリーランスPR・編集者。オンラインストアを活⽤し、県内
自生植物を使った商品の開発・販売を計画

⻑野 宏美（東京都北区）

古田 響（京都府京都市）

・クラウド型マインドマップサービスの開発運営

税所 裕⾹子（東京都文京区）

・患者満⾜と薬局の働き方改革を⽀援する薬局体験アシ
スタント「Musubi」ユーザーコミュニティの事業拡大

⼩布施町

・大手IT企業の業務、東信地域のDX推進事業など

⼩諸市

塩川 和生（埼玉県新座市）

アールワイユークリエイト（東京都新宿区）

・通信会社に勤務しながら東京・⻑野の2拠点生活
・IoTハウス（スマートホーム）提案コンサルティング、農業や
酒造りのIoT化トライアル 笠 七菜実

㈱ニューシステムクリエイト（東京都港区）

・コピペチェックツール「Copy Content Detector」の
改修、システム受託開発

梅田純人

東御市

⽴科町⼩諸市

⻑野市

⻑野市

⻑野市

吉井 豊

吉井
一子

川上
将司

・ Webサイトの企画・制作・運営・コンサルティング
事業および地域ICTを担う「クラウドWEBマスター」
事業の開始

伊藤 俊徳石川 貴志

・コンサルティング、web/クリエイティブ制作、ブランド
システム構築

岡田 優
SPECTRUM㈱（東京都新宿区）

豊田 聖宇 豊田 彩香



おためしナガノ2021 参加者②
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・事業開発⽀援、SFA/CRM/BI構築⽀援、町⼯
場のDX⽀援、システム開発

成瀬 依⾥⾹（東京都港区）

・信州発、リモート型特定保健指導サービス「食べて健康
信州便り（仮称）」の拠点造成とナガノに特化した新規
事業拡大

佐久市

佐久市

佐久市

燕 璐（神奈川県相模原市）

・オンライン日本語会話事業

諏訪市

Novi Kresna Murti（千葉県千葉市）

・地域創生のための多言語Webコンテンツ制作及び
地域コミュニティとの連携

大木 洋（東京都荒川区）

・IT企業でのシステム開発

松本市

塩尻市 ワタシゴトLab（東京都中央区）

・ITサービス・IT企業向け 新規事業創発伴走サービス

㈱クリアコード・パブリッシング（東京都千代田区）⾠野町

㈱トラベリエンス（東京都台東区）⾠野町
塩尻市

茅野市

富⼠⾒町

⾠野町

ETCシステム㈱（東京都千代田区）

・”ETC”を活⽤した来県マイカードライブツーリズム事業
ETC⾼速料⾦と、宿泊、県内周遊パスを組み合わせ
た、“ダイナミックパッケージ”の企画と実証実験事業

片⼭
賢治

片⼭
悟

㈱proots（東京都中央区）

伊澤 智也 福島 昌吾 他

竹原 秀⼀（東京都調布市）

北⼭ 乃理子

石田 哲大（東京都世田谷区）

・システム・映像・コンテンツ受託制作
石田 哲大 貝塚 春菜

燕 璐 今村 洋弥

えん ろ

人⾒ 徹
Novi Kresna Murti

ノヴィ クレスナ ムルティ

松村 史生（愛知県春日井市）

・位置情報付きコンテンツや地図情報、位置解析技術を利⽤
した情報サービスやソリューションの提供

・MaaS関連の取り組みの加速化

・大手精密機器メーカーでのテレワーク業務、空間
デザイン・ブランディング、多地域に根差したビジュ
アライジング事業 大⽊ 洋 塚原 朋子

・webメディア「initial」の実施 ⾏武
直純

水川
善文

他

・観光客と通訳ガイドをマッチングするC2C
ツアーマーケットプレイ「GoWithGuide.com」
の運営 ﾆﾙﾄﾗｶﾝｸﾝ ﾅｯﾁﾁｬ橋本 直明



先端技術の普及促進によるSociety5.0時代に相応しい
働き方やイノベーションを実現

健康増進やSDGｓへの取組を通じた企業価値の創造

ロングステイを通して、つながり人口の拡大とビジネスチャンスを創出

多様なライフスタイルや文化・自然とのコラボレーションによる
地域活性化の実現

意 義

県外からの企業等誘致策 信州リゾートテレワーク推進事業

課 題
県内の受⼊環境（テレワーク拠点、受⼊体制等）は一定程度、充実
一方、企業を中心にワーケーション導⼊・実施が進んでいない

①信州リゾートテレワーク推進チームの⽴上げ
②ブランディング・具体的事例発信の強化(NewsPicks、東洋経済 等)

【R3予算額】 46,512 千円
【R4予算額】 10,760 千円
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宿泊施設
ワークスペース
運営事業者

アクティビティ
提供事業者

コーディネート
団体

・ ・ ・ ・

ＷＡＪ
参加市町村

連携 連携
⻑野県

信州リゾートテレワーク推進チーム

関係事業者

オブザーバー
⻑野県観光機構
日本テレワーク協会

信州リゾートテレワーク推進チーム構成団体（R4.11現在）
種別 構成団体 団体数

ＷＡＪ
参加市町村

⻑野市、松本市、上田市、岡谷市、飯田市、諏訪市、須坂市、⼩諸市、伊那市、駒ケ
根市、中野市、飯⼭市、茅野市、塩尻市、佐久市、千曲市、東御市、安曇野市、⼩海
町、佐久穂町、軽井沢町、御代田町、⽴科町、下諏訪町、富⼠⾒町、原村、⾠野町、
飯島町、阿智村、下條村、⽊曽町、朝日村、池田町、⽩馬村、⼭ノ内町、信濃町、飯
綱町、⼩川村

38

コーディネート団体
（50音順）

軽井沢リゾートテレワーク協会、（株）カンマッセいいづな、（一社）⽊曽おんたけ観光局、
（株）ジェイアール東日本企画、（株）Shinonome、しくみ（株）、（一社）信州た
てしな観光協会、（一社）諏訪観光協会、（公社）⻘年海外協⼒協会、（一社）ち
の観光まちづくり推進機構、NPO法人Nature Service、のりくら観光協会、（株）ふろし
きや、Route Design（同）

14

県（事務局） ⻑野県 1

オブザーバー （一社）⻑野県観光機構、（一社）日本テレワーク協会 2

信州リゾートテレワーク推進チームの活動（R3.4設置）
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都市圏の企業等に向けたPR （主要ビジネス誌とのタイアップ広告、SNS など）

ホームページ

・推進チームを活用した事業実施方法・好事例などの横展開

・ブランディング・具体的事例発信の強化

＜分科会＞（年３回程度を想定）（兼 勉強会）
先⾏地域の取組や好事例の情報共有（発表、視察など）、ディスカッションなど

県の取組、推進チームの当該年度の活動内容などの説明。
有識者や先⾏地域の担当者による事例発表や団体間のネットワーク醸成のための自⼰紹介
を含めたディスカッションなど

＜全体会＞（兼 勉強会）

・通信・設備環境の⾒える化
県内の既存施設の通信・設備環境の現状調査
県内の受⼊施設の通信・設備環境等の調査（通信速度、セキュリティレベルなど）

公式サイトHPでの情報発信（⾒える化）

Ｒ４年度の事業概要



100を超えるリゾートテレワーク施設が、地域の特性に応じたリゾートテレワークプラ
ンを提供

信州リゾートレワーク対応施設
https://shinshu-resorttelework.com/

232work&hotel(軽井沢町）

こまがね市⺠活動⽀援
センターぱとな

ワークテラス佐久

⽩馬樅の⽊ホテル
Workation Hakuba

信濃町ノマドワークセンター

八ヶ岳ワークラボ(茅野市）
ふらっと木曽

緑友荘l(軽井沢町）

hiroen(山ノ内町）

いいづなCONNECT EAST
(飯綱町）

充実した受入れ体制 WAJ参加市町村とコーディネート団体による推進チームを発⾜

富⼠⾒町森のオフィス

※ワークスペース施設、テレワークができる宿泊施設を100箇所以上掲載 29



大都市圏の企業等に向けたPR
交通広告、主要ビジネス誌とのタイアップ広告

（※ トレインチャンネル） 2021/09/06-

2021/08/07- 2021/06/15- 2021/08/16-
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軽井沢NAGANOサロンの開催 信州ITバレー構想加速化への第⼀歩

テーマ︓信州ITバレー構想実現に向けたリゾートテレワークの方向性

31

① IT⼈材の更なる集積

② 他地域への波及

③ IT・NAGANO世界へ発信

信州ＩＴバレー推進協議会安藤顧問 現状と課題

東京成徳大学 芳野まい准教授 軽井沢サロン文化

（株）ウイスキー文化研究所 ⼟屋社⻑
軽井沢蒸留酒製造（株） 島岡社⻑

阿部知事 総括

インプット

IT×地域資源×ウイスキー

意⾒交換

2022年11月9日（⽔）軽井沢町で開催

○ 県産業振興【特に信州ITバレー構想】に関する意⾒交換・交流の場
○ 初回である今回は、軽井沢在住の、主に経営者、IT系企業・人材との交流を図る。



R3協定事業 DX⼈材育成プログラム

オンライン講座の様子

・DX活用メリットを理解
導入企画が出来る⼈

材
・DX技術・ツールを活用

課題解決が出来る⼈材

・DX基礎知識を習得 ・ハンズオンによる実践学習

AI、IoT、クラウド、データ活用、
BPM

共同会⾒（NTT東日本提供）

DX基礎講座 DX実践講座

システム・基盤構築、AutoML、
WEB開発 等

✓ デジタル技術を活⽤して地域課題解決を推進する人材の育成推進に向
けて、信州大学、NTT東日本と⻑野県の３者で「DX人材育成推進に関す
る覚書」を締結（R3.7）

✓ 信大や県⼯科短大等の学生約200名が「DX人材育成プログラム」
（NTT東日本が無償提供）を８月にオンライン（アーカイブ視聴可）によ
り受講

DX人材の育成に向けた取組

32

【R4予算額】 5,020 千円

⼯科短期大学校で企業のＤＸ推進に寄与する人材育成の講座を実施、県内他
大学等とも連携・展開し、デジタル人材を育成

デジタル革新に挑むDX⼈材育成講座 【R4予算額】 5,020 千円R4県事業



【経済産業省】 地域新成⻑産業創出促進事業費補助⾦
（地域産業デジタル化支援事業）【R3年5月採択】

 地域経済を牽引する企業のデジタル化を⽀援し、地域の⾼生産性・⾼付加価値企業群を創出・強化を目
指す国補助事業を一般社団法人⻑野県ITコラボレーションプラットフォーム（NICOLLAP）が採択。

 ⻑野県内中堅企業と全国のスタートアップとの共創を⽀援するオープンイノベーション促進プログラム
「NAGANO-OIC 2021」を開催。

 信州ITバレー構想の実現を⺠間事業者として先導するNICOLLAPが、⻑野県内中堅企業と全国のスター
トアップとのマッチングを⽀援

 新規事業創出に向けた企画⽴案、共創相手の選定、事業計画の策定等を伴走⽀援

33



お問い合わせ先

⻑野県 産業労働部 産業⽴地・ＩＴ振興課
026-235-7198

ritti-it@pref.nagano.lg.jp
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